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⾥の仕事と⼭の仕事 
 
 おれ、もとほれ、加美郡のほうさ、⼤きな百姓家の⼿間取りに⾏っでやったから。なんぼ、⼗六あだ
りから⾏ったんだな、うん。ほごに居でほれ、兵隊さ⾏ぐまで居で、南⽅⾏ったったから。炭焼するよ
うになったのは、兵隊検査過ぎてからだぉな。 
 ほのあだりほれ、親⽗とか、丈夫んだったから。ついで習ったんではねぇけっとも、⾒てほれ。だか
ら最初はやっぱり、ほのコツ分かんねぇからさぁ、⽊ぃ⽴ててほれ、また上さ、こんど⾚⼟を⾜で踏ん
で、そしてよぐ練って、ほしてほれ上げんだから。ほいつをほれ、こんど、叩（はだ）いて、固（かだ）
めて。でも叩（はだ）けねぇとこは、暖（あった）けぇくなってくっと、みな駄⽬になんだからさは。
引っ込んだとごさ、何もしようがねぇから、こいづは取って、また別な⼟上げて、また叩（はた）く。 
 ⾥と⼭では、⼭の⽅がずうっと楽だったねゃ。やっぱり違うのね。百姓ってのは、暇がねぇからおど
けでねぇ。楽な時もあっけっども、やっぱり毎⽇動（いご）いてねけねぇから。なあに、⼭は炭焼ぐだ
って、窯ぁ、燻（いぷ）ってるうち、そいつぁ、宛（あでげ）ぇば、あどぁ休みにすっからさぁ。あど
ほれ、窯閉（と）めてから、⼀週間とかなんぼ、すぐには炭出さねぇから。その間はほれ、⿂捕りだり
なんだり、しでるわけしゃ。夏は⿂捕り、冬は鉄砲撃ち。 
 とにかく⽊ぃ伐って背負うのは難儀だけっども、あんまり百姓みてぇに、ザァーッと、動（いご）か
ねぇから。ああ、⼭の⽅ぁずうっといい。 
（『升沢にくらす』p.262） 
 
 
 


